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L化
会
全
体
に
関
わ
る
現
ー
此
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
勺
訟
総
会
で
成
立
し
に
決
議
寸
べ
て
に
影
響
が
一
あ
る
と
い
、
斗
る
し
か
し
、
設
題
提
案
の
不
勺
作
犯
は
、
招
集

I
絞
の
報
抽
で

は
あ
っ
マ
も
、
株
主
総
会
全
体
に
民
わ
る
殺
批
と
は
い
え
泣
い
上
う
に
思
わ
わ
る

一
夜
題
提
案
C
不
勺
作
花
は
、

弘一れ｛いい什仲
l
L
し
ザ
ヘ
は
、

会司ム説案。〉イ、，，，柑犯と ~j;-C総会決議心ijJ方

ψ
」
該
松
ム
た
お
い
て
他
り
議
題
に
悶
し
て
い
仇
iv
し
ー
に
決
誌
に
引
序
盤
同
日
d

め
る
と
は
い
え
沿
い
か
ら
で
め
る
つ

－

一

－

p

l

J

、

h

わ
に
え
し

末
水
教
JW1
は、

「
出
加
提
実
（
り
よ
夜
開
店
げ
か
招
集
通
知
に
記
栽
さ
わ
い
て
い
ぬ
れ
ば
、

ら
い
山
内
f

二
一
株
玉
川
か
い
之
が
も
し

れ
ず
、
、
以
止
が
っ
て
設
題
の
不
記
哉
の
主
主
は
、
招
集
通
知
漏
れ
と
同
紙
、
肝
作
τーの一
MfrLμ
山
席
L
影
響
す
る
域
肢
で
あ
わ
、

の

F
べ
て
の
け
決
議
ド
郎
容
な
及
は
す
一
共
通
の
子
続
的
院
長
ぜ
あ
る
」
と
：
L

張
さ
れ
る
し
鋭
い
指
摘
で
あ
れ
、
銀
か
に
ゆ
一
め
よ
う
ま
4
4
4

と
は
、
よ
訴
訟
般
家
の

frコ
犯
絶
L

一
い
う
取
蝋
子
当
該
静
叫
ん
h

と
成
止

L
に
仙
の
決
議
に
影
響
予
主
い
こ
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
υ

し
か
し

z叫
が
ら
、
庁
、
れ
は
議
忍
従
来
の
T
h
r
ゴ
わ
い
絶
と
い
う
取
抗
内
体
か
ら
主
張
バ
オ
じ
た
結
果
ζ

い
え
よ
り
も
、
判
長
的
な
川
副
響
と
い
う
べ
き
で

の
不
ψ
！
記
d

治
乙
い
う
政
庇
が
川
叩
！
土
日

占
め
る
u

以
h
v
h
仙
ら
ば
、
ま
ず
第
投
開
、
乙
T
L
て、

ト

cえ
る
り
校
性
ト
f

生

じ
、
リ
人

ty中

L
て
、
山
川
守
一
小
株
ム
丁
の
椛
山
内
が
変
化
す
る
こ
と
が
吋
設
総
会
に
お
け
る
決
ぷ
誠
心
成
げ
に
げ
が
容
を
与
え
る
山
つ
い
詑
性
が

為
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
し
と
、
ご
う
が
、
一
一
前
恋
心
記
載
・
記
は
が
な
か
一
－
た
こ
と
の
出
張
の
影
相
公
ば
、
結
集
、
必
z

切
に
記

（！メ人民半、日：／ス今日l自7＂〔2りlキ 11



ド
同
・
足
一
川
、
J

ぺ一
1LljhJ
う？？と一一
J

こ、

F
一

二

l
t
E
7
｛

叶

4
7
j十

7
j
J
l
t

の
議
題
と
す
る
こ
ζ

が
で
さ
必
く
ん
d

っ
z
y
h
r
い人ノ、

ζ

で
あ
わ
、
そ
の
よ
λ
ー

z戸生日仏？此
H
m
J

人
「
ふ
十
九
J
φ

／

7
1
1
J
f
l
i－
－

 

リ
コ
該
議
ー
は
に
悶

γ
る
前
っ
か

く
決
議
が
戎
立
し
た
川
悼
す
性
が
あ
っ
た
と
い
え
凸
に
あ
る
そ
1

）

－
 

U
 

フ4「－0
 

4
 

3
 

1
 

G
 

h

ナ十、f
八

位
三
f

抗
出
に
つ
い
て
成
立

L
た
す
へ
て
の
決
議
に
も
取
沼
町
内
が
あ
る

2
解
す
る
の
u
v
h忠
一
貫
す
る
が
、
市
刊

亡
、
そ
の
よ
う
な
一
口
必
吃
件
カ
消
滅
じ
た
〉
一
い
ろ
ノ
ヨ
で
は
、
当
出
版
叫
札
／
ZjLhUγ
州市ポ

の
γ
h
λ
吠
リ
）

に
出
治
的
な
凡
果
関
係
が
臼
め

ら
’
れ
る
小
、
結
局
当
該
一
一
抗
議
に
均
一
し
マ
、
決
議
が
山
内
ヶ

L
て
い
な
い
以

i
、
白
「
見
ん
勾
い
な
司
け
川
県
明
一
係
日
一
あ
る
決
誌
は
存
在
L
な
J

よ
い
わ
さ

る
を
門
侍
沿
い
n

京
二
本
款
問
恨
の
よ
う
に
、
間
後
民
な
因
果
河
村
加
に
ま
で
影
響
を
広
げ
る
は
ら
ば
、
中
1
1授
を
十
ハ
で
成
立
し

べ
と
の
討
議
…

に
収
i

札
が
丸
山
7
匂

J
と
に
な
る
が
、
影
山
容
を
受
け
る
総
会
決
杭
の
釘
］
珂
が
尽
く
な
り
治
さ
る
こ
と
に
～
ハ
ゆ
る
と
宮
わ
れ
る
c

ま
ん
一
、
こ
の
よ

う
な
げ
古
切
4
2
1
L

る
の
で
お
れ
ば
、
闘
で
検
討
す
る
設
日
系
通
知
諸
h

い
れ
の
不
巾
1
相
FM牝

C
4荷
台
に
も
、
い
作
集
い
町
一
刻
に
読
ん
糸
の
安
波
正
記
載
・
記

欠
山
林
王
の
中
に
山
川
出
し
た
苫
が
い
た
’
日
ー
も
知
れ
ず
、

L
P
J
F
4
こ
ご
の
ぬ
ム
ず
れ
中
i
！
持
議
楽
に
係
る
設
問
に
つ
い
て
成

止
し
に
決
議
の
み
な
ら
ず
、

少
数
説
の
論
者
も
、
一
」
り
結
合
に
は
ψ
I談
議
案
に
収
わ
る
誌
題
に
つ
い
て
成
iu

し
た
仇
一
誌
の
み
が
、
取
げ

Y

川
訴
立
の
い
九
象
と
ん
仇
る
〉
解
し
て

し
確
か
に
こ
の
、
言
ノ
な
解
釈
は
、
議
案
通
知
一
品
l
訴
の
小
均
「
担
池
町
の
場
〈
？
に
ふ
町
、
ν
て
、
議
閥
抗
一
一
れ
の
不
引
拒
絶
の
場
ι口
は
、
泊
料
以
外

に
は
何
ら
の
制
裁
J

れ
な
い
か
ら
、
ぷ
締
役
い
よ
る
議
題
川
町
系
の
小
w
一

J

恒
治
に
け
す
る
抑
7
1
力
が
低

L
と
1
1
7
問
泡
が
あ
る
つ

L
か
市
三

μ

瑳
法
仁
為
に
付
す
る
抑
力
が
日
は
い
y

い
う
河
白
川
だ
け
で
、

』
」
の
よ
う
な
肢
枇
の
効
果
を
当
一
政
総
会
主
北
立
し
七
す
べ
て
の
決
議
に
及

一は

F
乙
い
う
結
論
は
取
り
品
w
k
い
υ

の
み
な
ら
「
、
次
に
検
討
す
る

HZJに
、
ぶ
い
ヨ
戸
一
組
と
い
う
暇
械
こ
の
辺
川
ポ
関
係
が
訟
の
ら
れ
る

は
、
一
前
市
店
従
来
の
p
h
v」
戸
川
絡
の
場
台
に
も
、

の
効
力
に
彰
皆
吉
一
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
と
者

J

与
え
ら
れ
る
口

瓦

f

川中
i
h
u
絶
は
、
原
則
ζ

｝子、中
1
4」
総
会
で
成
立
じ
た
決
弘
前
の
取
川
原
町
叶
一
と
な
ら
な
J

と
君
、
え
ら
一

川以

i
の
よ
う
に

れ
る
〈

し
カ
し
、
議
開
必
死
ぷ
権
お
よ
び
一
一
議
案
迂
tU一
請
求
2

叫
ん
ら
行
使
町
、

巾1
該
総
会
に
お
い
γ
る
也
の
一
議
担
令
一
一
日
米
に
対
［
て
前
山
？
と
芯
る



関
係
に
あ
る
場
合
に
は
、
先
行
す
る
日
荒
川
田
お
よ
び
設
，
糸
川
町
奈
の
よ
中
州
知
維
が
、
待
行
の
議
胞
に
つ
い
て
此
立
し
た
決
－
設
い
影
響
す
［

74九

る
こ
乙
が
あ
h
制作る
O

L

に
と
、
へ
は
、
れ
約
仙
伐
の
員
数
を

n

J

訂
以
？
と
」
1
J

る

ι欽
規
定
の
ふ
L
、
取
稲
役
二
名
人
員
が
粁
期
満
p
j
r
な

る
た
尚
治
会
に
つ
い
て
、
株
土
、
か
取
締
役
の
員
数
を
I
4
名
以
「
／
ヱ

3
1ぷ
款
変
更
の
議
題
提
案
権
お
一
。
び
誌
奈
川
埼
却
請
求
権
を
行
使
し

｝

一

ヤ

｝

一

i
J
U
A

一九
μ

「
J

、JJ凶：
d

／

j
r
d
i
f
t
f
f
v
i
 
取
結
役
小
こ
れ
を
京
中
j

に
「
が
絶
し
た
場
合
h

ψ
J技
総
〈
古
ゲ
、
成
立

L
九
一
以
締
役
；
川
名
を
巡
行
ー
ム
o
J
G
決
議
に
は
、

211山
議
桟
提
案
h
よ
び
議
来
通
子
J

請
求
の
不
hviJ山
泊
ζ

い
う
蝦
ι枇
小
、
＋
山
戎
門
前
告
を
う
え
で
パ
司
令
ζ

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
7
勺

も
1
不
当
拒
絶
と
レ
ト
つ
棋
泌
が
な
け
れ
ば
、
当
該
公
北
変
更
決
設
か
成
立
し
こ

4
能
川
叶
げ
か
あ
り
、
そ
の
u
h
合

ιは
、
取

締
役
を
七
%
巡
任
ず
る
決
設
に
は
、

な
ぜ

k
ら
ば
、

ハ心
1
7
ポ
判
九
－
川
内
と
h
v

」
の
よ
う
に
引
｛
七

じ
る

／三
ZJ
一

J
f
L

Iγ

〕：↑

お
よ
ひ
議
案
同
一
矧
出
ぶ
の
向
い
容
が
、

レ
ー
ユ
川
総
会
に
お
け
る
犯
の
議
場
に

fy，す
A
V
H舵
関
係
に
あ
る
場
今
に
は
、
前
犯
と
な
る
議
題
提
案

の
不
当
r
t
花
は
、

当
該
取
賓
が
な
け
れ
ば
吋
古
川
他
心
誌
原
に
院
ず
る
決
議
が
氏
！
v
し
な
か
一
二
～
刊
能
け
が
あ
る
と
い
ろ
店
昧
に
芯
い
て
、

会司ム説案。〉イ、，，，柑犯と ~j;-C総会決議心ijJ方

ψ
」
該
他
心
議
題
に
闘
し
て
成
『
斗
し
た
決
議
に
庄
一
殺
の
回
宋
悶
係
が
あ
る
た
め
、
当
該
仇
設
の
取
的
原
因
と
な
る
と
解
「
べ
き
て
あ
る
ハ

田

議
案
通
知
詰
求
ω
P
A
当
忙
殺

仏
外
↓
の
議
案
旭
川
川
主
一
司
、
丸
一
段
の
内
り
は
、
以

F
の

tZJで
あ
る

件、一トは、

転
＋
総
会
心
巨
の
八
週
明

心
心
款
ミ
短
絡
可
読
）
前
…
ま
で
に
、

株
、
一
ト
総
会
の
「
ー
的
事
項
に
つ
き
、

γ人
海

MJJAP

－A川ソ〕、

i
i
f
l
j
 

川
ゴ
一
説
わ
や
ョ
が
M
K
H
μ
1
Vも
D
h

っ
こ
す
る
議
案
心
安
傾
を
、

↓
に
し
旧
知
L
J
る
一
こ
（
招
集
通
知
を
出
品
工
ト
ニ
今
場
合
に
は
、
川
口
集
人
的
知
に
記

m
執

e
V
山
＼
付
す
る
ご
〆
こ
を
請
求
ず
る
、
｝
／
一
が
で
き
る
会
、
五
条

思
ヰ
丈
）
n

取
約
役
会
J
d
消
会
川
U
C
は
、
議
案
、
月
い
か
請
求
批
准
は
、

の
議
決
権
心
一
%

（
定
款
で
低
減
一
円
詑
～

以
i
ま
乙
は
一
八
一
い
〔
い
－
前

（
｛
む
款
で
低
減
司
能
）
以

よ
か
万
三
川
1
1
4
1
短
統
司
依
」
前
か
ら
一
引
き
続
き
有
す
る
株
主
の
み
口
行
届
～
す
る
こ
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と
が
で
き
る
～
同
条
4
h
E
）

必

非
公
閉
会
往
で
あ
る
収
給
役
会
一
ぷ
覧
会
社
で
は
、
必
）
の
ぐ
い
式
保
有
印
川
胡
の
要
件
い
は
却
さ
れ
な
い
へ
同
条
二
頃
｝
。

（正〉

@ 
U〕

の
古
書
役
権
に
は
、

M

U
耐
議
2

長
に
係
る
議
〔
叫
に
つ
い
て
議
決
権
k
p「
使
で
き
な
い
杯
、
い
の
議
以
寸
ー
は
ム
止
ま
れ
白
い

（
日
々
木
市
攻
）
。

以
！
の
品
川
ん
守
必
げ
は
、
お
り
議
案
が
法
令
も
？
く
は
定
款
に
違
反
す
る
場
合
、

ま
た
は
実
門
的
に
日

山げし
1JH一
奈
が
材
、
総
会
に
お
い

と
1
f
x下

必
凡
や
げ
に

一r当
該
一
一
日
本
に
つ
き
議
決
慌
を
行
使
で
も
で
云

以

の

対
HJ

の
議
決

i

徒
一
（
り
一
つ
%
点
以
款
で
低
減
寸
能
）

成
を
U
F
J
ら
れ
な
ん
ん
っ
た
日

m
r
b
ム
一
年
紅
逃
F
別
で
あ
る
場
合
は
、
必
川
し
な
い

「
同
条
同
点
1

以
戸
川
人
上
れ
ば
、
の
い
い
汁
取
締
没
会
設
置
会
社
一
入
院
す
る
ほ
定
℃
ゐ
り
、

②
は
公
町
公
社
亡
あ
る
取
枯
れ
ι九
百
設
置
公
社
、

②
は
弘
公

閉
会
社
て
あ
る
取
締
役
会
設
区
会
仕
に
悶
「
品
規
定
ゼ
あ
ァ
そ
こ
こ
で
も
、
非
取
締
役
会
設
区
会
れ
と
は
、
一
一
的
来
通
知
請
求
怖
が
単
品
川
ハ

件
－
上
陸
と
手
れ
て
い
る
の
に
対
し
仁
、
取
締
役
会
設
丙
た
J

仁
で
は
少
数
株
十
下
権
と
さ
れ
て
い
る

J

し
か
し
、
一
誌
超
択
L
人
格
と
は
門
人
な
り
、

議
案
通
知
請
求
権
は
、
非
円
以
締
役
会
投
与
互
会
J

ペ
ー
で
あ
っ
て
も
、

以
則
と
、
二
l

～
株
で
た
ん
試
の
ヨ
の
一
八
週
刷
泊
ま
で
に
行
使
、
〕
h
a
け
れ
ば
な

ムJ
hぽ
｝
日
、
？
ベ
c
れ
J
l
L

い
q
h
v

そ
の
担
刀
は
、
議
案
通
知
訂
ぷ
絡
が
、
株
ム
紛
い
会
に
先
立
っ
て
手
前
い
い
、
自
己
げ
上
北
山
ず
る
よ
沢
支
の
長
旬
、
を
、

十品

に
浅
ザ
ト
る
三
こ
を
一
同

h

本
ず
る
格
利
で
あ
る
か
コ
で
あ
る
わ

そ
こ
亡
、
説
家
通
知
奇
心
沿
怪
に
つ
い
て
は
、

の
む
主
ム
吋
一
知
に
記
敦
・
記
録
さ
れ
な
か
コ
た
と
き
は

戸
恥
作
山
札
結
役
会
一
ぷ

置
会
社
で
は
、

T
t
m
等
に
よ
る
泌
集
浅
町
内
I

て
と
れ
は
い
場
合
が
占
め
る
の
で
、

J

の
場
合
は
市
純
に
丸
山
中
ん
が
な
さ
れ
店
主
3

た
子
ぎ
か
｝

意
味
「
る
）
、

そ
の
時
月
で
戎
束
通
知
請
求
の
不
当
組
組
が
牛
じ
る
ャ
｝
ど
に
な
る
。

示
す
氷
川
乃
恥
U
4
副
本
坑
閣
は
事
r
削
り
週
日
ハ
ん
を
請
求
す
る
権

川
い
で
あ
る
カ
ム
ー

当
該
抹
ア
ム
給
ム
日
に
お
レ
よ
ー
減
、
一
両
奈
川
以
付
議
さ
れ
に
か
ど
戸
っ
か
と
ぽ
関
係
が
な
い
（
ψ

、
」
れ
か
拒
花
さ
れ
た
以
一
、
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っ
J
L
J
U
、
こ
れ
が
否
決
さ
れ
た
場
合
に
問
、

議
案
通
知
請
わ
引
の
小
当
恒
純
！
と
い
う
時
抗
が
あ

る
こ
／
｝
は
六
一
日
々
ιで
き
な
い

巾
一
政
議
菜
が
J

刊
誌
さ
れ
仕
か
コ
た
場
甘
ば
、
議
’
来
通
知
請
求
町
一
γ
八げ一

h
純
こ
い
う
糾
集

T
J仰
の
市
山
純

t
と

れ
議
ず
吐
き
議
’
朱
ヰ

JK議
じ
な
か
っ
に
ノ
↓
い
う
限
脱
毛
存
ム
ー
す
る
こ
寺
山
ん
口
、
れ
る
」

J

し
て
、

ヤ
一
の
も
仏
、
フ
仕
阪
批
が
あ
る
場
九
「

に
は
、
勺
議
議
案
に
係
る
議
題
ー
に
J
U
J
I
L
ψ
J
V
総
会
六
、
成
立
し
に
決
議
仁
J
U
U

寸
り
げ
が
容
が
及
ぶ
こ
と

こ
の
場
台
に
は
、

当
議
議
案
に
係
る
議
題
に
つ
い
て
当
該
総
会
で
凶

i
L
～
決
議
に
成
約
原
因
な
め
る
乙
解

rる
の
が
主
設
的

し
か
し

な

、

こ
の
場
合
に
も
、
議
案
通
日
請
求
心
小
当
氾
釈
と
し
う
取
批
2
出
お
り
問
凶
県
南
係
山
一
↓
ぬ
る
決
議
は
河

か
と
レ
号
考
慮
が
甫
要
で
あ
り
、
当
該
一
一
議
犯
に
つ
レ
て
成
立
し
戸
与
は
誠
に

体
に
取
消
阿
川
凶
川
が
あ
る
と
考
え
る
の
ぼ
海
当
で
な
い
（
し

一一ミ｝〉一一、

ι
r
f
v
ワ
d

v

、
取
治
ん
象
と
な
る
の
は
、

こ
m
v
p吻

メ
の
よ
う
な
尚
一
以
の
同
来
潟
市
川
引
の
み
A
V

決
議
に
似
る
と
併
す
べ
き
で
あ
る
へ
そ
し
こ
、

ム
ロ
む
前
崎
心
因
果
反
日
品
川
い
い
、

通
知
請
求
パ
刊
J

休
日
秘
さ
れ
た
議
案
と
ψ
J
J
凶
議
起
に
つ
い
こ
成
す
て
と
決
議

（
可
品
川
且
士
山
町
立
し
得
な
い
お
M
W

会司ム説案。〉イ、，，，柑犯と ~j;-C総会決議心ijJ方

を
守
山
一
体
す
る
L
Y
吾
、
一
九
、
り
れ
る
一
な
ぜ
な
ら
ば
、
い
い
の
よ
う
必
般
紙
が
な
け
れ
ば
、
通
知
請
求
さ
れ
11
議
索
が
決
議
と
し
て
成
『
げ
う
し
た
叫

♂
4

5

1

－2

〉

1
1

、

川
町
が
L

刀
4
3
r
u
一

ふ
（
り
山
崎
止
に
は
、

こ
れ
と
向
立
し
ね
な
い
議
案
が
決
議
と
し
亡
版
立
す
る
余
地
は
と
い
か
ら
で
み
る
〕
以
下
で
は
、
こ

の
ょ
っ
必
見
地
か
っ
、
持
干
の
ケ
ー
ス
ピ
っ
し
い
て
検
討

T
品、

詰
山
一
ぃ
、

ぺ
心
款
変
更
に
関
↓
る
議
案
通
知
請
求
が

J

小
主
犯
絶
さ
れ
た
場
介
に
、

の
内
容
が

通
知
高
山
八
さ

小
4

山川
V

れ
た
議
案
心
！
一
符
〈
両
立
し
得
る
関
係
で
あ
る
場
合
は
、
成
，

fυ
た
え
款
ホ
及
川
次
仇
誌
に
は
紅
消
原
因
は
な
い
1

｝
い
う
べ
き
ミ
わ
る
ハ
た

と
え
は
、
取
桁
役
の
員
数
を
一
（
じ
む
以
内
と
す
る
｛
一
弘
款
規
定
を
究
科
以
内
、
二
」
4
3
る
定
款
介
法
廷
に
閃
寸
る
議
r
粂
治
知
訂
ぷ
が
Tm
山
桁
純
き

刷
刊
に
発
行
り
柁
株
式
総
数
一
八

以条
J

J

／
一
億
株
に
増
加

3
せ
る
を
止
及
変
主
人
抗
議
が
成

υ
し
ゃ
ん
。
一
寸
つ
な
場
台
刀
、
こ
れ
ピ

該
当
す
る
。
池
刈
で
、
こ
の
場
合
に
も
、

取
締
役
J
U
名
九
三
連
打
す
る
、
火
設
が
成
zυ
し
ず
い
タ
G
ぬ
台
に
は
、
誌
J
よ
白
河
一
円
九
円
請
求
の
一
小
中
i
一
ね
絶

的
仙
の
議
墜
に
か
い
「
る
決
議
で
は
あ
る
が
、
ー
」
設
以
椅
没
七
々
刊
の
選
作
決
議
に
直
長
影
響
を
う
、
え
て
い
る
と
レ
え
る

と
し、
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（
両
蓄
の
議
案
は
同
J
Y
V
J

得
h
a
い
関
係
ピ
あ
る
）
、

者う

に
、
れ
約
伐
の
選
ね
い
が
議
桓

r
な
ヮ
て
い
る
場
八
九
円
に
、

収
野
引
役

こ
れ
に
閉
す
る
議
系
泊
知
商
、
ふ
が
末
、
村
純
き
れ
た
と
き
は
、

選
任
此
議
に
限
抗
が
あ
る
ζ

りす与え
3

れ
そ
ミ
f

よ
め
る
ο

た
ζ

え
ば
、
収
総
役
会
設
F
ム
古
代
立
は
、
ー
取
締
役
t
H
各
選
任
の
川
口
L

）
い
ラ

成
設
が
品
川
知
さ
れ
て
い
る
ぬ
ん
じ
に
は
、
作
法
総
会
で
六
名
以

f
の
恥
締
役
か
旧
作
品

n
rる
工
と
は
で
き
な
い
乙
解

rJる
の
が
一
般
的
で
あ

る一へ八十八（ド

。
I
／
た
が
う
Jf、

ニ
）
／
f
』

M
汗
」
中
小

U

、f
f

ぜ

味
、
か
ら
の
取
叫
町
役
依
補
者
り
1JH
案
透
売
前
求
を
怖
い
視
し
て
、
会
引

側
の
議
案
心

て
取
締
役
立
名
を
選
任
し
た
場
合
に
は
、
何
者
の
議
長
、
い
両
立
し
得
な
い
関
係
に
あ
る
の
で

、一の叩均一
AA円は

耳
、
持
V
U
以
内
三
茶
と

し
か
し
、
取
締
役
会
設
問
会
社
で
も
、
可
取
締
役
災
午
の

シ

つ
；義
国i
じJ 、

f '1'1 
モ~＆
iこと！ IP史
、二 ノ工
パ P ；是

主そ ；主
制 ~z
限 消
、原
た出
y γ： 

；どる

ゲI

t~， 
rs 
の
お
国
約
一
に
お
い
て
、
株
4

下
総
会
は
巴
い
出
に
取
締
役
を
…
浩

汗
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
会
仕
叩
心
議
案

（
た
と
え
ば
取
締
役

と
林
正
か
ら
汗
一
知
詰
ぷ
き
れ
た
議
案

戸
た
と
え
ば

取
締
役
川
位
打
の
定
丘
、
と
は
、
一
同
止
し
狩
る
関
係
に
為
る

J

し
之
が
う
亡
、
株
T
r
M
紅
丸
、
の
段
目
白
が
、

い
わ
ゆ
る
「
代
仇
従
ふ
と
で
は
な

く
追
加
提
実
ん
で
あ
る
協
パ
U

い
山
崎
町
取
締
役
絞
情
書
の
議
案
通
知
諒
求
心
f

不
当
花
約
L

て
も
、
以

lyレ
lh一
取
締
役
川
ド
の
漢
江
い
決
議

に
は
ほ
消
原
因
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
は
な
い

（
ハ
円
、
（
山
」
株
ニ
必
京
が
一
件
々
た
り
一
一
ハ
円
、
と
い
ろ
は
川
合
を
考

第
三
九
剰
余
金
配
4
1
一
に
つ
き
、
（
ル
UFム
訂
作
提
案
が
一
株
主
た
い
ノ

主
4
6
ζ

、
mwが
代
杯
出
慌
山
京
の
場
戸
に
は
、
州
議
’
禾
は
向
げ
し
1
1
な
い
か
ら
、
続
で
ー
の
議
案
通
知
請
求
を
γ

引
当
釘
純
L

主
、
成

止
し
ん
｝
mwの
剰
余
金
配
当
決
議
に
ほ
れ
消
切
羽
が
あ
る
こ
訴
さ
れ
る

γ
れ
に
対
し
て

品
川
）
が
沿
い
一
引
提
案
の
場
合
に
は
、
刈
議
案
は
－
什

止
し
侍
る
り
で
、

上
述
の
件
前
半
に
よ
れ
ば
、

叫
司
王
の
お
耐
世
似
通
佐
川
請
求
」
／
↑
ア
h

ド
犯
絶
し
て
も
、
④
日
未
人
心
金
配
当
ー
バ
誌
に
は
限
枇
か
日
い

と
も
J

え

て
η

で
あ
る
n

し
か
し
、
、
」
の
場
人
訟
は
、
品
川
v
d
提
案
川
容
は
、
会
社
山
伝
来
日
剰
余
金
山
勺
組
に
一
株
当
に
り
一
ハ
〉
斗
追
加
配

！
」
ず
る
と
い
う
も
の
で
お
る
U
で、山川百

抹
JVI
た
り
t
L
（）
mH
と
い
う
代
容
提
案
と
み
る
三
と
が
で
き
る
し
そ
う
L
U
J

る
と
、
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議
案
は
丙
J

し
得
な
い
関
係
に
あ
る
L
Y

解
さ
れ
る
の
ゼ
、

成
J
V

し
た
必
決
議
い
攻

こ
の
議
案
通
知
靖
ぷ
吹
不
当
拒
絶
、

J

た
場
合
に
は
、

消
灯
パ
が
あ
る
と
併
す
べ
き
こ
こ
に
な
る
。

N 

w、
イて〉

本
稿
で
は
、

持
王
必
誕
の
不
当
ポ
一
泊
の
山
問
題
に
関
）
〆
て
、
末
、
広
教
授
の
民
解
に
依
な
さ
れ
立
が
ら
？
、
川
、

さ
ら
に
長
体
的
状
況
に
応
じ

心
品
川
川
討
υ
ν
訂
正
め
に
じ
逆
説
は

こ
の
間
訟
を
議
山
内
rr山
梨
の
不
当
記
絶
と
議
京
湧
訓
請
求
の
不
当
市
維
に
二
分
し
た
形
ス
釣
伝
説
明
に
と

ど
ま
っ

t
い
る
し

L
か
1
、
本
楠

よ
れ
ば

の
不
巾
1
相
FM
牝
か
一
一
副
主
ソ
也
知
議
h
v
p

心
不
巾
把
仲
胞
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

ず
れ
も
勺
訟
収
批
が
伏
訟
の
成
f

げ
に
！
川
同
按
凶
果
関
係
士
山
す
る
場
今
に
は
、
中
」
該
決
誌
の
取
中
山
原
因
1
ぐ
ん
己
る
と
い
う
柔
牧
之
解
釈
と
一
味

る
べ
き
で
あ
る
と
考
ス
る
コ

会司ム説案。〉イ、，，，柑犯と ~j;-C総会決議心ijJ方

λ

宇
治
で
扱
つ
一

い
し
該
来
通
知
よ
雨
水
主
不
ゎ
v
J
h品
唱
す
る

t
う
な
市
中
訟
は

攻
実
に
は
あ
ま
り
サ

γど
い

、fpu
つ
1
／。、
p
b

と
も
考
え
、
り
れ
る
υ

し
、
川
リ
し
、
議
題
羽
山
茶
1
／
議
実
通
知
議
求
と
は
晶
一
常
亡
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
い
わ
d

想
定
さ
れ
る
が
、
会
十
法
一
）
）

で
れ
品
、
れ
ば

十
円
条
目
別
で
は
、
議
茶
店

d

川
州
一
去
い
提
案
さ
れ
zl
～
議
五
、
と
夫
践
的
に
川

の
議
決
坤
刊
の

オ3

一
心
%
以
！
の
賛
成
し
γ
、
得
ら
れ
た
か
っ
止
げ
か
円
一
一
一

q
r
m遇、

J

て
い
な
い
場
ん
け
に
は
、
こ
れ
に
レ
止
と
守
点
税
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

ヤ炉、
h
i
k

六
、
、

通
知
一
zmhふ
き
れ
に
議
案
が
過
去
に
析
工
総
会
に
JU議
さ
れ
に
議
案
乙
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
乙
取
締
役
が
判
断
1

〆
て
通
知
一
謂

求
ト
ル
比
と
な
か
っ
た
と
こ
う
、

後
に
な
っ
て
河
一

の
弘
主
に
は
一
政
ヮ
ー
ノ
な
い
〈
い
う
判
断
が
裁
判
所
に
払
う
て
な
さ
れ
る
川
校
性
7

へ

ま
っ
た
く
京
一
定
宍
れ
る
わ
円
と
は
日
い

そ
の
よ
う
な
事
熊
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

本
一
羽
で
の
倹
討
が
ば
に
か
し
か

の11R
阪
市
γ

で
き
る
こ
と
を
祈
る
次
誌
で
あ
る

U

会
什
I
h
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
が
引
机
よ
討
？
つ
れ
て
い
た
株
下
括
会
に
治
げ
る
議
案
提
出
椎
山
明
文
化
さ
h
L
一
三
十
三
一
ハ
、
白
々
十
本

し、

（！メ人民半、日：／ス＇＂ 0（！！ 自民〔2りlキ 11



E
F
前
出
戸
州
行
株
7

先
立
、
軍
刀
リ
以
内
市
芯
柑
討
訂
証
券
山
川
党
五
七
主

同
仏
菜
作
に
「
一
い
て
ふ
の
志
向
笠
刊
し
…
ザ
氾
心
情
主
に
つ
い
て

以
一
一
ー
九
八
守
午
一
、
じ
ヘ
一

f
、白川

ぺ
E

H
／一
V

仁
い
ム
刀
、
本
刊
山
人
ム
辻
k
k
l
円
味
ァ
淀
川
T
A

唯
一
ン
ユ
リ
ス
ト
＝
円
I

ハ
パ
勺
二
五
百
辺
レ
ハ
／
七
恒
一

？
に
、
防
事
f

一
内
務
問
究
会
制
百
件
に
エ
稔
ム
百
v

口
一
色
ハ
れ
午
版
」

f

h

J

一
平
）
一
七
戸
、
ふ
セ
一
伊
ュ

ヘ4
）

A
K
U
坂
店
一
改
正
寵
伝
戸
！
の
株
主
ザ
立
ム
罰
法
的
市
琵
琶
の
検
討
上
怖
い
U

郎
先
五
品
川
町
J

一
弘
主
「
市
川
与
訟
の
解
釈
乙
一
皮
望

以
卜
一
一
九
八
同
年
一
、
ぃ
ヰ
ヘ
ノ
討
し

一
氏
。
一
本
私
一
人
仏
、
v
林
で
提
案
の
ぶ
の
」
」
担
花
に
お

ρ
る
小
、
ιつJ
U

の
円
山
昧
山
い
界
ご
つ
い
て
は
、
治
訂
む
ベ
ヤ
一
家
ζ

し
し
ば
い

（G
｝
吉
田
川
江
主
お
よ
一
一
ノ
霞
了
L
d
f採
閉
会
怯
で
は
、
誠
実
に
正
ー
す
る
定
っ
さ
掛
り
抹
3

総
会
安
f
y
J
哲
郎
加
に
つ
山
被
3

V

な
い
ノ
れ
ば
な
ら
な
J

が

三
三
二
心
一
来
、
ワ
二
条
、
公
辻
則
六
立
の
令
、
九
九
木
尽
）
な
お
、
じ
二
介
氏
川
虫
、
木
AV…
%
の
訪
山
内
は
と
の
場
ム
い
に
も
ま
中

y

一する〈

一7
一
川
下
地
一
た
い
十
法
（

f

ノ
今
〈
午
｝
百
八
ド
ハ

一£
U
J

点
以
げ
泊
判
回
初
六
一
心
コ
一
叫
ん
J

刊
tu

一
向
日
二
豆
、
記
川
市
九
荒
川
江
半
、
英
一
一
一
に
（
I
J

七
イ
」

f

パ
二
一
一
、
一
市
心
バ
マ
同

時
ょ
丁
ル
い
中
時
松

J
四
百
い
工
同
h
案

f
A
A

任状尚一一了前
F

－
六
、
ハ
一
人
作
十
一
二
店
、
江
成
窓
、
い
郎

T

枚
凡
公
司
法
p

f

第
二
収
、
二
コ
ご
h

午
二
二
一
）
二
口
、
前
凶
庸
『
八
百
九
仏

J

一
夜
ヘ
門
語
版
、
九
）
心
九
斗
二
川
一
白
弥
氏
ー
口
（
パ
コ
ノ
ガ
ル
マ
イ
〆
ff
人
百
仕
茂
一
市

版
、
〈
〉
〈
U
九
L

O

｛
口
、
来
日
利
七
司
会
計
法
可
解
（
〈
川
一
川
、
九
年
）
一
円
十
円
豆
、
忌
H
栄
一
だ
行
江
去
論
ー
へ
の
（
ハ
止
信
一
一
寸

一
賀
、
供
出
公
号
一
会
十
法
主
9
4

一
二
、
九
九
1
J
t
立
氏
、
ム
7
I
t
今
一
叫
ん
A

仕
法

n

一常
F

町
、
ハ
、
一
ご
午
）
一
九
九
百
、
奥
一
品
芋

早
川
恭
介
小
川
沢
凶
守
口
代
制
－
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江
市
五
凶
「
ン
メ
〆
タ
ル
八
代
辻
一
エ
ペ
ワ
ニ
一
ハ
ノ

C
4
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l
i
H

〔
帥
い
お
日
比
〕
リ
成
一
七
’
L
改
U
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甜
涜

ド
i

心
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説
と
し
て
、
稲
川
来
岐
部
『
北
止
会
引
I
A』
へ
比
八
イ
一
一
一
六
百
、
ふ
八
階
怯
山
H

人
「
で
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引
人
民
社
法
玲
巾
L
F
U
3川
市
版
、
九

九
年
山
一
目
耳
、
鈴
代
竹
排
H

竹
1
4
戸
｛
夫
司
会
い
て
仏
｛
符
二
去
、
ん
し
ん
た
れ
リ
｝
一
円
、
み
た
出
叉
ム
七
以
一
、
鈴
一
液
、
九
九
ア
I

勺
）
つ
つ
寸
江
戸

L
、
仰
上
「
ん
ぶ
ほ
か
い
出
羽
版
往
釈
ム
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引
江
（
5
）
一
戸
北
一
八
！
ハ
L
ア
八
五
一
向
、
〔

F

日
田
主
ノ
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J

J

4
司
令
附

ぺ
日
一
松
岡
引
ヰ
一
株
主
松
ヘ
r
↑
え
の
こ
悦
経
セ

1
4

ヘ
糸
一
一
号
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均
一
民
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（
九
八
九
十
一
、
へ
民
、
版
印
栄
二
株
で
把
J

米

権
代
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ー
ホ
ハ
ハ
ノ
R
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u
H
以
l
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九
へ
一

ι＼
司
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収
、
一
ハ
ノ
＼
ノ
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ド
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五
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I
｛
九
七
九
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ー
さ
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ん
ハ
男
、
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一
味
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沢
J
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一
先
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包
ノ
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ヘ
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山
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市
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・
前
持
、
持
（
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一
一
山
口
、
京
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前
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河
は
へ
f
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I
L
O
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J

二
日
問
題
h
f

到
す
る
ん
山
辻
接
抗
r
疋
以
晴
刑
判
J
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昨
訪
は
、
モ
っ
ば

J

取
締
役
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設
m

d
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社
に
泊
す
る
も
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あ
る
仁
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F

ふ
り
ぷ
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出
拘
L
J
7
2
J
ア
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江

ぺ
刊
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掲
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p
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「
9
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わ
さ
＝
叫
組
提
案
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仏
件
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投

υ
k
J
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心
追
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刊
誌
亡
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内
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え
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凶
一

］
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九
心
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百
九
一
）
久
、
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長
？
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絞
m
J
V
L
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一
一
”
は
市
一
離
で
お
ノ
？
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一
一
三
な
一
山
、
議
担
旧
民
案
と
訳
業
活
知
副
主
円
円
以
克
が
小
去
蛇
花
川
、
れ
た
川
崎
ヘ
ロ
り
取
扱
1
4

は
、
単
純
な
斗
一
品
川
店
長
案
り
不
当
桁
松
と
同
法
に
考
え
る

へ
き
で
も
る
い
こ
の
詩
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口
に
主
、
仲
訪
日
叫
忠
が
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集
通
知
：
一
口
市
一
己
保
さ
れ
ゆ
か
ハ
に
に
め
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、
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出
晶
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一
間
f
J
J
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決
議
が
点
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L
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日
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決
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に
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締
役
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仇
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心
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日
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叫
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／
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什
仲
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仇
仕
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叫
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仕
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叫
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仲
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鮮
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。
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叫
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あ
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1
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］
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ば
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さ
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な
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。
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わ
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司
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－
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茂
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＼
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京
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v
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叫
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泊
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川
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－
前
倒
ば

当
一
三
！
ハ
力
、
弥
水

J

渇
uL
一見
U

一
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九
、
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、
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仁
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／
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＼
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司
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掲
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↓
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収
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叶
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／
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岳
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シ
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仏
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収
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仏
で
あ
る
！
〕
併
さ
わ
る

五
て
も
コ
と
；
色
、
こ
の
よ
う
な
場
人
一
二
円
、
山
認
案
ペ
J

両
山
し
得
る
川
同
日
刊
に
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さ
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付
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仁
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付
し
た
り
で
あ
る
か

J

一
、
ゃ
に
り
成
iv
し
行
取
締
役
窪
仔
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叫
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こ
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